
 

 

   

     

  

 

  

 

10月 12 日（火）に久保田 雅晴（くぼた まさはる） 国土交通省航空局長を

訪問し、航空連合第 23回定期大会にて確認された「2021-2022産業政策

提言」を説明したのち、意見交換をおこないました。 

久保田航空局長からは、「航空連合の産業政策提言をしっかりと受け止め、

今後の航空行政に活かしていく」との発言がありました。久保田局長は、

2021 年 5 月に開催された航空連合第２２期政策シンポジウムに登壇いた

だくなど、かねてより航空連合の取り組みに深い理解をいただいており、 

航空局のトップとして航空行政を力強く推進されています。 

航空連合は、働く仲間の声に基づく政策実現を通じて航空関連産業の  

存続・発展に向け、行政との連携、協議を一層強化していきます。 
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左から）久保田 航空局長、内藤 航空連合会長 
（撮影時のみマスクを外しています） 

 


